
BITから生活につなぐ観察メモ
STROKE LAB 独自の記録補助 / BITの検査用紙・採点用紙ではありません

正規BIT日本版の結果と、生活場面での観察をまとめるためのメモです。以下の欄に独自の配点・カットオフはあ
りません。標準検査と、追加支援を行った場面を分けて記録します。

氏名・ID： 評価日時： 担当者：

01　標準検査の結果と実施条件

通常検査（正規結果を転記） 行動検査（正規結果を転記）

点 ／ 未実施・一部実施 点 ／ 未実施・一部実施

版・実施範囲／使用手／眼鏡・視野・言語・姿勢／休憩・中断理由

02　見落としの位置と、探索の過程

開始位置 → 探索範囲・順序 → 終了判断／取りこぼし・重複／自分での修正

03　生活で起きたことと、その条件

活動・時刻・配置／観察した事実／考えられる背景（事実と仮説を分ける）

04　支援を加えた場面の変化（標準得点と別記）

声かけ・目印・配置変更など／自分でできたこと／残る困りごと

05　チームで共有する対応と次回の観察

見守り・環境調整／連絡相手／次に確かめる活動・条件・担当者

記録の例：「紙面は右上から探索。左端に届く前に終了を申告。昼食でも左の副菜に気づきにくい。食欲・上肢機能を確認し、食事配
置と見守り方法を共有する。」（架空例）
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